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ものづくりラボの試み 
 

企画協力課  朝倉久美 



知的好奇心はどこに向かうのか。 



デジタル 本 

館外 

館内 

Off site 

On site 

Book Digital 

「情報のカタチ」が変わった 

「サービスの場所」が変わった 

 

──では、求められる役割は？ 



 「実感ある知」の獲得・循環をめざして 

「情報」 と 「情報」をつなぎなおす 
 

「情報」 と 「ひと」をつなぎなおす 
 

「ひと」 と 「ひと」をつなぐ 



１階： 「知ること」の喜び 
「児童図書室」 

県立長野図書館 フロア案内 



１．論理的思考力を育む 
……OSMOコーディング 

２．楽しみながら謎を解く 
……百科事典探究クイズ 

３．仲間との出会いと協働 
……テーブルゲーム各種 

４．触れて感じる体験の貸出 
……外遊びグッズ各種 

iPad専用のプログラミング
ゲームを常設しました。 
2020年度から小学校でも 
プログラミング教育が必修
化されますが、このアイテ
ムを使って、楽しみながら
問題を解く道すじ（アルゴ
リズム）を体感できます。 

総合百科事典『ポプラディア
』を使った問題に挑戦しても
らい、解答には職員がコメン
トをつけて掲示します。図書
館から「主体的・対話的で深
い学び」へアプローチし、子
どもたちの自発的な学習意欲
を促します。 

将棋やオセロなどの定番から、
まだ知られていない新しい 
ゲームまで。 
コミュニケーションツール 
としてのテーブルゲームは、 
世代や地域を越えた共通の 
文化をつくりあげ、想像力 
を促し、創造力を培います。 

図書館周辺に広がる若里公
園には自然があふれていま
す。子どもたちの「知りた
い」と「調べる」の間で「
感じる」を体験できるよう
に、双眼鏡や運動用品など
、からだ全体で知に触れる
遊具を用意しました。 

知ること
の喜び 



２階： 「情報の世界」の再発見 
「一般図書室」 

県立長野図書館 フロア案内 





３階： 「共知・共創」 
      ー 開かれた学びの場 
「信州・学び創造ラボ」 

県立長野図書館 フロア案内 



県立長野図書館 

Co-learning 

ゾーン 

ものづくり 
ラボ 

3Dプリンター、 
UVプリンター、 
レーザーカッター、 
PC、展示棚 等 

ワークショップ用 
テーブル・椅子、ベンチ 
ミーティングブース 
マイクロライブラリー 
簡易キッチン 等 

学びの成果を 
アウトプットする 

多様な情報や人がつながり 
アイデアを形にしていく 

信州情報 
探索ゾーン 

六角形書架、 
展示棚、 
平置きタッチパネル 
ディスプレイ、 
信州白地図、黒板、 
ホワイトボード 
畳スペース 等 

信州の知を集め、つなぎ、 
創造する場 



 インプットのあらたな形 

デジタルによる“社会の横軸”と“時間の縦軸” 
 

触発的な体験から生まれるコミュニケーション 



 アウトプットのあらたな形 

コミュニティの形成による「協働」と「創造」体験 
 

成果→評価＜経過（プロセス）の重視 



思索 
↓ 
試作 



Trial & Error ! 



世界とつながる ＠FabLab長野×県立長野図書館 



＋と↑ ＠FabLab長野×県立長野図書館 



こどもたちの“もっと”を引きだす 

“フシギ”や“オモシロイ”を形にする 



“いつも何かが起こる場所”をめざして 

続く場にするために、続けられることを。 

パズル 
コースター 
３D地図 

ライブラリー 
カード 

デザインWS 



「社会教育機関」 そして 「公共施設」 としての課題 

何があって、何ができるの？ 
どうやって使うの？ 
どうすれば使えるの？ 
誰が教えてくれるの？ 

公共図書館とメイカースペース 



・いつでも、だれでも、どのようにでも、の難しさ 
    ルール設定、スキル認定、コントロールの範囲 
 

・「出力センター」にならないためには 
   “イチという概念を１という形にする” ことと 
    “ゼロからイチを生み出す” ことの違い 
 

・デジタルファブリケーション機器だけでいいのか 
    アナログなものづくり、さまざま表現手法や手段 
 

・「文化の継承」をいかにして行うか 
  センセイの不在、入学や卒業のない空間 
 

・学校教育へどのように導入していくか 
  開かれた教育機関における「実験室」としての機能 



Maker’s Community！ 



居心地の 
いい場所は 
自分たちで 
つくる 



「これからの図書館には 
工作機器の設置が必要」 

 
 

なぜ？ なんのために？ 



正解のない課題へどう向き合うか。 



つくる、つなぐ、つたえる、つづく。 

想像から、体験を超えた、創造へ 

県立長野図書館 
Nagano Prefectural Library 


